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三
月
三
日
と
い
う
と
、
幼
い
頃
雛
人
形
を

飾
り
、
雛
あ
ら
れ
や
甘
酒
を
頂
い
て
大
人

び
た
気
分
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

江
戸
時
代
、
幕
府
は
こ
の
日
を
「
上
巳
の
節

句
」
と
し
て
、
五
節
句
の
一
つ
と
し
ま
し
た
。

寛
永
期
（
一
六
二
四
～
四
三
）
に
は
、
人
形

を
飾
っ
て
供
え
物
を
し
た
り
、
贈
り
物
を
や

り
と
り
し
た
り
と
、
い
わ
ゆ
る
「
雛
ま
つ
り
」

の
形
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
絵
や
記
録

を
手
掛
か
り
に
江
戸
時
代
の
雛
ま
つ
り
の
様

子
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
江
戸
時
代
、
将
軍
家
や
大
名
家
で
は
、
女

性
が
暮
ら
す
場
所
は
「
奥お

く
が
た方
」
と
し
、
政
治

向
き
の
「
表
」
と
区
別
し
て
い
ま
し
た
。
上

の
絵
は
、
江
戸
城
の
大
奥
の
様
子
を
、
記
録

を
基
に
明
治
に
な
っ
て
描
い
た
も
の
で
、
女

性
た
ち
が
雛
飾
り
を
見
物
す
る
場
面
で
す
。

中
央
に
い
る
二
人
の
女
中
を
見
る
と
、「
紅
」

の
着
物
を
着
て
い
ま
す
。

　
伊
達
家
に
は
奥
方
の
規
定
集
が
残
っ
て
お

り
、
季
節
、
儀
式
、
職
に
応
じ
て
決
ま
り
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に
上
巳
の

節
句
は
、
他
の
節
句
と
は
違
い
、
着
物
の
色

を
「
紅
」
と
し
て
い
ま
す
。
伊
達
家
の
奥
方

で
も
こ
の
日
に
、
世
継
ぎ
の
生
母
か
ら
上
級

女
中
の
給
仕
に
至
る
ま
で
、
皆
で
「
紅
」
を

着
た
華
や
か
な
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
こ
の
絵
の
左
方
に
は
、
豪
華
な
雛
段
飾
り

が
あ
り
、
最
上
段
に
二
組
の
内だ

い

裏り

雛
、
一
番

下
の
段
に
は
雛
調
度
が
並
ん
で
い
ま
す
。
伊

達
家
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
内
裏
雛
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
の
伊
達

家
の
所
蔵
品
の
目
録
に
、「
内
裏
雛
壱
（
一
）

対
」、「
内
裏
雛
拾
（
十
）
対
」
等
と
あ
り
、

複
数
組
あ
っ
た
と
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

人
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
蒔
絵
で
飾
っ
た

葵
紋
付
き
の
豪
華
な
雛
調
度
一
式
が
（
左
写

真
）、
仙
台
市
博
物
館
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

雛
調
度
は
他
に
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、
伊
達
家

で
も
多
く
の
人
形
や
調
度
が
並
ぶ
豪
華
な
雛

飾
り
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
藩
主
や
奥
方
の
贈
答
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
の
例

を
見
て
み
ま
す
。
吉
村
の
娘
、
藤
子
の
初
節

句
に
は
、
将
軍
徳
川
家い

え
の
ぶ宣
の
正
室
、
天て

ん
え
い
い
ん

英
院

か
ら
雛
一
対
や
造
花
、
菓
子
を
賜
り
ま
し
た
。

別
の
年
に
は
、
娘
の
徳
子
の
嫁
ぎ
先
の
宇
和

島
藩
と
の
間
に
、
雛
や
菓
子
な
ど
の
贈
り
物

の
や
り
と
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段

の
年
で
も
、
伊
達
家
内
で
菓
子
盆
や
盃

さ
か
ず
き、

肴さ
か
な

等
が
藩
主
か
ら
奥
方
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
雛
ま
つ
り

の
形
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
春
に

桃
の
花
が
咲
く
こ
ろ
、

女
児
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
っ
て
、
人
形

を
ま
つ
り
、
供
え
物

を
し
、
宴う

た
げ

を
催
す
と

い
う
そ
の
気
持
ち
は
、

今
日
に
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
は
新
コ
ー

ナ
ー
「
せ
ん
だ
い
の
ス

ポ
ー
ツ
む
か
し
話
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

女
性
の
服
装

雛
飾
り

第15回
（最終回）

上じ
ょ
う

巳し

の
節
句
と
雛ひ

な

ま
つ
り

贈
り
物

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
企
画
室
　
鈴
木
　
か
お
る

千代田の大奥 雛拝見 楊洲周延画 明治29年（1896）　
仙台市博物館蔵

竹菱葵紋蒔絵雛調度　仙台市博物館蔵

【観覧料】常設展料金でご覧いただけます。
一般・大学生460円（360円）、高校生230円（180円）、
小・中学生110円（90円） ※（　）内は30名以上の団体料金。

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター ＠sendai_shihaku ▶博物館HP 検 索仙台市博物館 ⬅

　明治から昭和にかけて仙台の経済界で活躍した福島家が収集し、の
ちに福島美術館によって保存・公開されてきた約3,000点の美術工芸品
等の中から絵画や茶道具・やきものなど優品を紹介します。福島家の
人々が郷土・仙台で出会い、愛した美の数々を楽しんでみませんか。

４月２４日（金）～６月７日（日）

（休館中の電話受付時間　平日9:00～16:45）

（上）旭日に鶴図
東東洋筆　天保5年

（左）黒楽月萩図茶碗
銘「秋草残月」
三浦乾也作

いずれも社会福祉法人
共生福祉会蔵

仙台の美と出会う
―福島家三代の書画・工芸品コレクション―

博物館は令和２年４月１日（水）
から再開館いたします。

現在、館内設備改修工事のため
休館しておりますが、４月１日（水）
９時から再開館いたします。

再開館後は下記の常設展が始まり
ます。ぜひご観覧ください。

旬の常設展2020春
「伊達政宗と家臣たち」ほか
4月1日（水）～6月21日（日）

企画展


